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知多農林水産事務所

農業改良普及課

担い手育成グループ
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新規参入就農希望者
「技術がない」

「農地・倉庫等がない」
「資金（生活資金含）がない」

１ 課題の背景・目標
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親元就農の減少
新規参入就農希望者の増加

新規参入希望者の就農後は？
自己破産候補者？

情報共有

情報共有 情報共有
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農業改良普及課
（農起業支援センター）

ＪＡあいち
知多

営農地の
市町

２ 活動支援 ①支援体制

4新規参入就農希望者の情報集約
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ＪＡあいち
知多

農業改良普及課
（農起業支援センター）

営農地の
市町

農地紹介
新規栽培希望者説明会
開園に向けた支援
就農後の栽培技術・販売支援

就農相談
技術習得支援
青年就農給付金（準備型）
就農計画の作成

青年就農給付金（経営開始型）
補助事業の支援
農地紹介 5

２ 活動支援 ②役割分担

(1) 相談者のニーズの把握
(2) 就農支援事業等の情報提供
(3) 就農リスクの説明
(4) 農業体験、研修先の検討
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３ 就農相談事例

（愛知県）平成２７年度協同農業普及事業外部第三者評価会議　普及指導活動成果発表資料



(1) JAあいち知多（イチゴ担当）を交えての相談
(2) 新規参入者のイチゴ狩り園主から就農経緯の体験談

(1) 研修農家の選定、研修を開始
(2) 青年就農給付金（準備型）申請支援
(3) 研修中の技術習得支援

普及課

JA担当者

イチゴ狩り園主

就農希望者
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４ 技術習得のため研修への誘導

「就農するに向けて必要な課題の解決に
自ら取り組むように誘導」

農起業支援センターの支援
(1) 就農相談の継続

(2) 研修先農家・市町・ＪＡとの連携により

農地・販売先の確保

(3) 就農に必要な資材等の検討、

就農支援資金等の申請支援

(4) 青年就農給付金（開始型）を市町と調整 8

５ 就農支援のポイント①

(1) 研修先農家と連携した就農支援

(2) 就農希望者への指導

ａ 就農時・就農後の研修先農家との関わり方

ｂ 実践的な教育の必要性

(3) 受入農家への研修方法・経営・技術等の指導
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５ 就農支援のポイント②

(1)JA・研修受入農家・普及課が連携した

農地の確保支援

(2) 候補農地の条件の確認

普及課

JA担当者

研修先

希望者
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６ 農地の確保

普及課

JA担当者

市担当者
農業委員会

研修先

希望者
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７ 就農までのスケジュール調整①

氏名 研修先
就農
予定

作目
28年度 29年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

ａ
ﾆｭｰﾌｧｰﾏｰ
ｽﾞ研修

H27年 露地野菜

ｂ 農園 H28.7 有機野菜 ☆ ◎●

ｃ (有) H29.7 露地野菜 ☆ ★ ◎●

ｄ (株) H29.4 イチゴ ☆ ★ ◎●

ｅ Ｈ H29.1 露地野菜 ☆ ★ ◎●

ｆ Ｓ H28.10 キュウリ ☆ ★ ◎●

ｇ 農園 H28.12 有機野菜 ☆ ◎●

ｈ Ｙ H29.10 イチゴ ☆ ★ ◎●

ｉ Ａ H29.9
露地野菜
ナタネ

☆ ★ ◎●

◎ 就農（経営開始月）
☆ 青年等就農計画申請
★ 青年等就農資金申請
● 給付金経営開始型申請
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７ 就農支援のスケジュール管理②H27研修開始者



氏名 就農地
就農
時期

作目
27年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

A 武豊町 H27.1 ミニトマト ★

B 知多市 H27.3 露地野菜 ◎●

C 武豊町 H27.5 有機野菜 ☆ ◎●

D 大府市 H27.7 露地野菜 ☆ ◎●

E 阿久比町 H27.9 施設葉物 ☆●
研修
終了

★◎

F 美浜町 H27.10 キュウリ ★
研修
終了

◎●

G 南知多町 H27.11
有機野菜
イチジク

☆
研修
終了

◎●

H 大府市 H27.12
施設葉物
サクランボ

☆ ★
研修
終了

◎●

I 常滑市 H28.2 施設葉物 ☆ ★ ◎●

J 半田市 H28.1 水稲 ☆ ◎●

◎ 就農（経営開始月）
☆ 青年等就農計画申請
★ 青年等就農資金申請

● 給付金経営開始型申請
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７ 就農支援のスケジュール管理③研修生

イチジク新規栽培希望者の募集
・ＪＡ広報誌

・説明会の開催

説明会参加者の栽培意向確認

開園に向けた支援
・栽培予定圃場の条件確認
・開園計画

・ＪＡ・市町から農地情報

ＪＡ・普及課

ＪＡ・市町

ＪＡ・市町・普及課
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８ 組織的取組支援の事例

12

18
15

6

11
10

5

15

7

77
6

1 4 2
0
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20

H23 H24 H25 H26 H27

(人)

年度

新規参入者

Uターン青年

新規学卒者

合計 29人 31人 17人 20人29人 15

９ 成果①

1616

９ 成果②

新規就農者のうち

45歳未満の新規参入者は５２名で

(1) 就農希望者の実情とニーズを的確に把握

(2) 関係機関の連携した支援

(3) 問題点を就農希望者に理解させ、
危機意識を持たせたこと

(4) 就農希望者が当面している問題に
自主的に取組み、自ら納得して
行動を起こさせたこと

10 成果を上げた要因
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(1) 就農希望者へのより綿密な支援

(2) 就農希望者の農業知識や実情に

応じた研修先の確保

(3) 新規参入者の経営の安定
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11 残された課題

就農前から技術の習得などの
積極的な支援が重要


